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１．はじめに 

環境省では、これまで「名水百選」などにより、地域特有の五感で感じる自然や文化といった「良好な環

境」の保全にも取り組んできました。しかし、各種認定を受けた「良好な環境」の保全活動の継続が、資金

不足や担い手不足等により困難となる地域があります。このような状況の中、地域における「良好な環境」

を保全するだけでなく、積極的に再生・創出することの重要性が高まっています。 

こうした活動を推進するため、環境省では、水

辺・海辺の「保全」に加え、地域づくりや地場産

業、観光などの観点から「活用」していくことも重

視した新たな政策を進めることとしており、令和７

年５月に、「水辺の環境活動プラットフォーム」ウェ

ブサイトを新たに開設しました。 

 

２．水辺の環境活動プラットフォーム 

本プラットフォームでは、里海づくりを始めとする、良好な水環境等の保全・活用に関する活動や、身近

な水辺・海辺の調査に関する情報を集約して提供しています。これまでに実施した「令和の里海づくり」モ

デル事業の報告書も掲載しており、水辺・海辺に関する様々な情報が収集可能です。 

また、会員登録していただくと、自らの活動を紹介できるほか、イベント告知や、連携先を募集する掲示

板を設けており、情報交流が可能です。団体会員の情報は、活動地域ごとに表示するとともに、興味のあ

る分野（「里海づくり」など）をアイコンで表示するなど、地域の関係者のつながりが促進できるように工夫も

しています。そうしたことから、企業、行政、民間団体の幅広い方々に活用いただきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 「水辺の環境活動プラットフォーム」（令和７年５月開設） 

図２ プラットフォームでできること 
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３．水辺の環境活動フォーラム 

本プラットフォームの開設を記念し、令和７年５月12

日に、「水辺の環境活動フォーラム～水辺を活用した

地域の魅力向上に向けて～」を開催し、約 500 名（オ

ンライン併用）と多くの方にご参加をいただきました。

フォーラムでは、水辺や海辺を活かした地域の魅力

向上に取り組む 30 を超える団体が一堂に会し、活動

紹介やディスカッションにより、水辺を活用した地域

の魅力向上に向けて議論を深めました。令和７年度

戦略的「令和の里海づくり」基盤構築支援事業の実

施団体８団体などによる 100 秒 PR や、「令和の里海づくり」モデル事

業の実施団体による話題提供も行われ、全国で水辺を活用した地

域の魅力向上の機運が高まることを期待して、フォーラムを終了しま

した。 

 

４．おわりに 

本プラットフォームの参加会員数は、開設から約２か月で団体会員（行政・自治体・各種団体）が約 111

団体、個人会員が 195 名と多くの方にご登録をいただいています（令和７年７月末時点）。 

本プラットフォームを通じて、水辺・海辺に関する様々な活動の情報交流がなされ、地域内の関係者の

つながりの促進や、水辺・海辺を活用した地域の魅力向上の輪が広がっていくことを期待しています。環

境省としても、水辺・海辺の様々な情報をお届けしていきます。 

水辺・海辺の活動を実施されている方、これから取り組みたい方、応援したい方、関わりたい方など、関

心のある行政機関・企業・関係団体・個人におかれては、ぜひ本プラットフォームにご参加ください。 

 

 

参考：環境省「水辺の環境活動プラットフォーム」 

    https://policies.env.go.jp/water/waterside-environment/  

    水辺の環境活動フォーラムの開催結果（各団体の登壇資料等もご覧いただけます） 

    https://policies.env.go.jp/water/waterside-environment/news/forum_250609/ 

写真１ 「水辺の環境活動フォーラム」（令和７年５月 12 日） 

図３ プラットフォームの会員情報ページ（イメージ） 

写真２ ポスターセッションの様子 

＜会員登録はこちらから＞ 
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